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世界一を目指す研究開発助成事業

世
界
一
の
発
振
子
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
素
材
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
新
シ
ス
テ
ム
、
世
界
一
の
高
効

率
、
低
コ
ス
ト
…
。
栃
木
県
内
の
教
育
機
関
や
企

業
の
開
発
室
な
ど
で
は
、
若
い
技
術
者
た
ち
が
世

界
一
を
め
ざ
す
研
究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
若
い
研
究
者
た
ち
を
支
援
し
よ
う
と
、
研
究
費

の
一
部
を
助
成
す
る
「
世
界
一
を
目
指
す
研
究
開

発
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
栃
木
県
内
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
と
人

材
育
成
を
目
的
に
、
11
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
６
月
１
日
に
は
新
た
に
３
件
の
申
請
が
認
め

ら
れ
、
あ
わ
せ
て
５
件
の
研
究
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
同
事
業
に
よ
る
支
援
を
受

け
て
世
界
一
の
研
究
・
開
発
に
取
り
組
む
若
手
研

究
者
た
ち
を
取
材
し
ま
し
た
。

め
ざ
す

世
界
一

ち
た

研
究
者

世
界
一
を
目
指
す
研
究
開
発
助
成
事
業

若
手

自治医科大学医学部
加持 秀明さん (37)

宇都宮大学大学院
八巻 和宏さん (28)

国際医療福祉大学塩谷病院
藤田 順之さん (39)

小山工業高等専門学校
西井 圭さん (36)

㈱バンテック
堀江 淳史さん (29)

学生たちと実験を行う西井圭さん（小山工業高等専門学校）
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世界一を目指す研究開発助成事業

余
剰
石
油
留
分
で
タ
イ
ヤ
用
ゴ
ム
材
料

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
（
小
山
市
）

講
師　

西
井　

圭け
い

さ
ん
(36)

　

石
油
化
学
工
業
の
原
料
は
原

油
か
ら
精
製
し
て
得
ら
れ
る
ガ

ソ
リ
ン
や
ナ
フ
サ
な
ど
で
す
。

こ
の
う
ち
ナ
フ
サ
は
さ
ら
に
精

製
・
加
工
を
経
て
、
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
化
学
製
品
（
例

え
ば
タ
イ
ヤ
用
ゴ
ム
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
な
ど
）
に
な
り
ま

す
。
精
製
の
際
に
は
、
大
量
の

「
副
産
物
」
も
で
き
て
し
ま
い
、

こ
の
「
副
産
物
」
の
有
効
利
用

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

西
井
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い

る
研
究
は
、こ
の
「
副
産
物
」
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
「
触
媒
」
と
い
わ
れ

る
薬
を
用
い
て
「
副
産
物
」
か

ら
有
効
な
材
料
を
つ
く
り
出
す

研
究
で
す
。

 

「
タ
イ
ヤ
用
の
ゴ
ム
は
イ
ソ
プ

レ
ン
と
い
う
物
質
を
反
応(

重

合
）さ
せ
て
作
り
ま
す
。イ
ソ
プ

レ
ン
は
ナ
フ
サ
精
製
物
を
さ
ら

に
精
製
し
て
全
体
の
約
20
％
得

ら
れ
ま
す
が
、
残
り
の
80
％
は

副
産
物
（
余
剰
石
油
留
分
）
で

す
。
こ
れ
を
触
媒
に
よ
っ
て
反

応
さ
せ
、
今
ま
で
な
か
っ
た
新

し
い
構
造
の
物
質
を
作
り
出
す

こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の
研
究

が
達
成
で
き
る
と
、
タ
イ
ヤ
用

ゴ
ム
の
代
替
材
料
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ナ

フ
サ
精
製
の
と
き
に
で
き
た
副

産
物
を
タ
イ
ヤ
の
原
料
と
し
て

利
用
す
る
の
で
、
精
製
に
か
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
な
ど
環

境
配
慮
型
材
料
合
成
と
し
て
期

待
で
き
ま
す
」
と
西
井
さ
ん
は

言
っ
て
い
ま
す
。

学生に実験指導を行う西井さん

研究室で「重合」の実験を行う西井さん
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世界一を目指す研究開発助成事業

　

光
と
電
波
と
の
境
界
領
域
の

電
磁
波
＝
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
は
、

未
開
拓
の
電
磁
波
と
も
言
わ
れ

近
年
研
究
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
電
磁
波
を
用
い
た
測
定
に

欠
か
せ
な
い
も
の
の
ひ
と
つ
に

発
振
器
が
あ
り
ま
す
。

　

八
巻
さ
ん
は
、
発
振
素
子
の

開
発
に
あ
た
っ
て
超
伝
導
の
あ

る
特
性
に
着
目
し
ま
し
た
。
超

伝
導
は
超
低
温
下
で
電
気
抵
抗

が
ゼ
ロ
に
な
る
現
象
で
す
が
、

２
つ
の
超
伝
導
体
を
弱
く
結
合

さ
せ
、
定
電
圧
を
与
え
る
と
交

流
電
流
が
発
生
す
る
（
ジ
ョ
セ

フ
ソ
ン
効
果
）
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
と
い
う
銅
酸
化

物
超
伝
導
体
が
高
温
（
液
体
窒

素
で
冷
却
で
き
る
温
度
）
で
も

ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
効
果
と
同
様
の

現
象
が
起
こ
る
こ
と
は
、
20
年

ほ
ど
前
に
宇
都
宮
大
学
の
入
江

晃あ
き
の
ぶ亘
教
授
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
八
巻
さ
ん
は

こ
の
研
究
の
成
果
を
受
け
継
ぎ

「
高
温
超
伝
導
体
ウ
イ
ス
カ
ー

（
針
状
の
結
晶
）を
用
い
た
世
界

一
の
高
出
力
小
型
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

発
振
器
」
の
開
発
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

 

「
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
は
現
在
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
な
ど
で
限
定

的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
低
い
の
で
、
人
体
に

は
無
害
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
診
断
な
ど
医
療
の
ほ
か
、

工
業
や
農
業
な
ど
幅
広
い
分
野

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
、
八
巻
さ
ん
。

世
界
一
の
超
伝
導
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
発
振
器

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
（
宇
都
宮
市
）

助
教　

八や
ま
き巻　

和
宏
さ
ん
(28)

酸化物粉末を固めたペレッ
トから成長した針状結晶

（ウィスカー）

（写真提供 : 八巻和宏さん）

ウィスカーを用いた素子の試作品

ウィスカーの顕微鏡写真

発振素子の光学顕微鏡写真

マスクアライナーでデバイスの微細加工を行う八巻さん
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世界一を目指す研究開発助成事業

　

顔
面
骨
折
の
中
で
鼻び
こ
つ骨

に
次

い
で
多
い
の
が「
頬
き
ょ
う
こ
つ骨

骨
折
」で

す
。
形
成
外
科
医
で
自
治
医
科

大
学
助
教
の
加
持
秀
明
さ
ん
と

共
同
研
究
者
の
宇
田
宏
一
さ
ん

は
、
新
し
い
手
術
の
方
法
（
術

式
）
を
考
案
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
頬
骨
治
療
の
手

術
は
、瞼
や
口
腔
、眉
毛
外
側
の

３
カ
所
を
切
開
し
、
骨
折
部
を

剥
離
し
、
整
復
（
も
と
の
正
常

な
形
に
戻
す
こ
と
）
し
た
後
に
、

３
か
所
プ
レ
ー
ト
で
固
定
し
ま

す
。
こ
の
方
法
だ
と
、
強
固
に

固
定
で
き
ま
す
が
、
顔
に
傷
を

つ
け
る
部
分
か
大
き
く
、
患
者

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

整
復
が
う
ま
く
い
っ
て
も
、
顔

面
の
腫
れ
や
変
形
な
ど
の
副
作

用
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
術
式
は
、
頬
部
に
１

か
所
、
小
さ
な
切
開
を
行
う
だ

け
で
整
復
し
、
特
殊
の
ボ
ル
ト

（
中
空
ス
ク
リ
ュ
ー
）で
頬
骨
を

強
固
に
固
定
す
る
と
い
う
方
法

で
す
。
こ
の
方
法
だ
と
、
骨
折

し
た
と
こ
ろ
を
剥
離
し
な
く
て

も
よ
く
、
切
開
も
小
さ
く
１
か

所
だ
け
な
の
で
、
手
術
時
間
は

従
来
の
４
分
の
１
程
度
（
30
分

ほ
ど
）
で
す
み
、
患
者
へ
の
負

担
が
格
段
に
少
な
く
な
る
と
い

い
ま
す
。

 

「
頬
骨
骨
折
は
絶
対
的
な
症
例

数
が
多
く
、
臨
床
に
及
ぼ
す
恩

恵
は
膨
大
で
す
。
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
的
に
新
し
く
優
れ
た

術
式
（
手
術
方
法
）
と
し
て
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

と
加
持
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

頬き
ょ
う
こ
つ
骨
の
骨
折
治
療
に
新
シ
ス
テ
ム

自
治
医
科
大
学
医
学
部
（
下
野
市
）

助
教　

加か
も
ち持　

秀
明
さ
ん
(37)

写真上は従来の頬骨骨折治療。プレートで３か所固定し
ます・左は新しいコンセプトの頬骨骨折治療。特殊なボ
ルト（中空スクリュー）を用い、１か所固定します

（資料提供 : 宇田宏一さん）

頬骨骨折の手術を行う加持さん（右）
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世界一を目指す研究開発助成事業

病
気
な
ど
の
自
覚
症
状
で
最

も
多
い
の
が
腰
痛
で
す
。
腰
痛

に
悩
む
人
は
年
々
増
え
、
そ
の

数
は
１
０
０
０
万
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病

院
の
整
形
外
科
医
、
藤
田
順
之

さ
ん
の
研
究
は
、
腰
痛
の
原
因

の
ひ
と
つ
「
椎
間
板
変
性
」
が

ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
か
、

遺
伝
子
な
ど
を
使
っ
て
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
椎
間
板
は
骨
と

骨
と
の
間
に
あ
る
軟
骨
で
緩
衝

の
働
き
を
し
ま
す
。
椎
間
板
が

傷
む
こ
と
を
椎
間
板
変
性
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

「
椎
間
板
変
性
は
、
骨
粗
鬆
症

の
よ
う
に
加
齢
と
と
も
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
に
つ

い
て
は
研
究
が
進
み
、
治
療
薬

も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
椎

間
板
変
性
の
治
療
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
痛
み
は
緩
和
で
き
ま
す

が
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
止
め

た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
よ

う
な
薬
が
で
き
れ
ば
、
腰
痛
に

悩
む
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
に

対
す
る
有
効
な
治
療
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
藤
田
さ
ん
。

藤
田
さ
ん
は
現
在
、
椎
間
板

変
性
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ

る
の
か
を
、
遺
伝
子
な
ど
を
使

っ
て
解
明
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
、

腰
痛
人
口
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
中
、
椎
間
板
変
性
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
に
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

腰
痛
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
し
新
薬

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
整
形
外
科
（
矢
板
市
）

講
師
・
副
部
長　

藤
田 

順の
ぶ
ゆ
き之

さ
ん
(39)

塩谷病院で診療にあたる藤田さん

左側が２０歳代の腰椎 MRI で、右側が８０歳代のものです。
加齢による腰椎の椎間板変性がわかります（写真提供 : 藤田順之さん）
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世界一を目指す研究開発助成事業

　

那
須
塩
原
市
に
本
社
・
工
場

が
あ
る
㈱
バ
ン
テ
ッ
ク
は
鈴
木

電
機
㈱
と
し
て
１
９
４
８
年
に

創
業
し
、
92
年
に
㈱
バ
ン
テ
ッ

ク
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
04
年
に
は
栃
木
県
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
企
業
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
に
配
電
盤
設

計
・
施
行
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
新
た
な
事
業
と
し
て
水
素

発
生
装
置
の
製
品
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
の
開
発
室
で
水
素
発
生

装
置
の
研
究
に
取
り
組
む
堀
江

淳
史
さ
ん
は
、
入
社
３
年
目
。

現
在
行
っ
て
い
る
研
究
は
「
ア

ル
カ
リ
水
電
解
装
置
に
お
け
る

効
率
化
の
た
め
の
不
織
布
隔
膜

開
発
」。
水
を
電
気
分
解
し
た

と
き
に
発
生
し
た
水
素
と
酸
素

が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
開
発
で
す
。

 

「
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
、
液
体
は

通
す
が
気
体
は
通
さ
な
い
と
い

う
矛
盾
し
た
性
能
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
も
電
気
を
通
し
た

と
き
に
抵
抗
に
な
ら
な
い
よ
う

な
フ
ィ
ル
タ
ー
が
必
要
で
す
」

と
堀
江
さ
ん
。

　

水
素
発
生
装
置
は
現
在
主
に

工
業
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が

将
来
は
燃
料
電
池
車
へ
の
使
用

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

風
力
や
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
作
っ
た
電
気
で
水

素
を
作
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
長
期
保
存
が
可
能
に
な
る

と
、
堀
江
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

世
界
一
の
水
素
発
生
機
目
指
し
て

㈱
バ
ン
テ
ッ
ク
（
那
須
塩
原
市
）

研
究
員　

堀
江 

淳
史
さ
ん
(29)

研究室で水素発生装置の研究に取り組む堀江さん。
下の写真は、バンテック㈱が売り出し中の水素発生
装置「ハイドロキューブ」

フォトとちぎ 2012夏 フォトとちぎ 2012夏 1213



世界一を目指す研究開発助成事業 検索

世界一を目指す研究開発助成事業

世界一しか目指してはいけない

　今ある技術を、さらに進めようということが
多くの研究・開発の目的になります。すべての
研究は、現状を把握した上で、それをさらにも
う一歩進めようということですから、これはも
うすでに世界一を目指しているということにな
ります。若い研究者たちには、そのことを強く
意識してほしいのです。研究者が、世界一を目
指すということは当たり前のことで、研究者が
目指すものは常に世界一。世界一しか目指して
はいけないと、常に思っています。ある程度の
年齢に達しても、研究は続けられます。しかし、
若い時にこそ、世界一を目指すという意欲が大
切です。発見や発明の喜び、この醍醐味を味わ
うと、研究・開発という仕事がさらに面白くな
ります。必ずしも品質的に高いものだけが世界
一はではありません。たとえば世界一の低コス
トを目指すことも、世界一の研究なのです。

マニー㈱
執行役会長

松
まつ

谷
たに

　貫
かん

司
じ

さん

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市

刈
沼
町
）は
、２
０
１
１
年
５
月
に
マ
ニ
ー
㈱
の
松
谷
貫
司
会

長
が
栃
木
県
に
寄
付
し
た
３
０
０
０
万
円
を
原
資
と
し
た
基

金
を
創
設
し
「
世
界
一
を
目
指
す
研
究
開
発
助
成
事
業
」
を

同
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
も
の
づ
く

り
産
業
の
振
興
と
人
材
育
成
を
目
的
に
し
た
助
成
制
度
で
す
。

栃
木
県
内
の
中
小
製
造
業
者
と
理
工
系
大
学
な
ど
、
高
等
教

育
機
関
が
行
う
研
究
・
開
発
が
対
象
で
、
研
究
者
の
代
表
が

40
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
助
成
額
は
、
10
万
円

以
上
１
０
０
万
円
以
内
で
、
連
続
３
年
ま
で
申
請
が
可
能
で

す
。
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
募
集
を
行
い
、
専

門
家
に
よ
る
審
査
会
を
経
て
、
毎
年
２
件
程
度
の
採
択
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
３
月
21
日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
募
集
を
行
っ

た
結
果
、
７
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月
に
審
査
会
が

開
か
れ
、
こ
の
う
ち
の
３
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
同
事
業

は
、
２
０
２
６
年
度
ま
で
の
15
年
間
、
事
業
を
実
施
す
る
計

画
で
す
。
詳
し
い

こ
と
は
栃
木
県

産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 研

究
を
支
援
し

も
の
づ
く
り
産
業
と
人
材
を
育
成

今年度助成を受ける若手研究者
（右）に事業の趣旨や手続き方
法などについて説明する栃木県
産業振興センターの担当者（左）

栃木県産業振興センター

問い合わせ
（公財）栃木県産業振興センター

研究交流課
栃木県宇都宮市刈沼町３６９−１
とちぎ産業創造プラザ内
電話０２８−６７０−２６０２

（
公
財
）
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
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低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
交
流
す
る

「
低
炭
素
杯
２
０
１
２
」
で
、
栃
木
県
立
栃
木
農

業
高
校
が
最
優
秀
の
グ
ラ
ン
プ
リ（
環
境
大
臣
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
低
炭
素
社
会
構

築
の
た
め
全
国
の
地
域
活
動
を
報
告
し
、
連
携
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
実
行
委
員
会
が
主
催
、
環
境
省

の
後
援
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
回
目
の
大
会

が
２
月
18
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
全
国
か
ら
学
校
や
企
業
、
市
民
団
体
な

ど
１
０
８
団
体
が
参
加
。
書
類
選
考
を
経
た
41
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
栃
木
農
業
高
校
は
、
環
境
科
学
部
の
生

徒
に
よ
る
地
域
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
の
メ
ン

バ
ー
が
「
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
原
環
境
を
次
世

代
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
ヨ
シ
原
の
二
酸
化
炭
素
吸

収
能
力
や
、
ヨ
シ
ズ
の
日
よ
け
と
し
て
の
冷
却
効

果
、
ヨ
シ
ズ
作
り
に
よ
る
地
域
お
こ
し
な
ど
の
活

動
を
報
告
し
ま
し
た
。

栃
木
県
立
栃
木
農
業
高
校

地
域
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班

ヨ
シ
の
恵
み
で
環
境
保
全

渡良瀬遊水地で地域の人たちとともにヨシかりを行う生徒たち
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1

渡良瀬遊水地で雑草化した「くずヨシ」を有効
に活用するため、堆肥を作りました。米糠など
自然の素材で作った「ヨシ堆肥」は、水はけが
よい、抗菌作用があるなど、土壌改良材として
高い評価を得ています

地域おこしプロジェクト班の生徒たちは、足尾の山での植樹活動にも参加しています

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
で
堆
肥
を
作
り
、
渡
良

瀬
川
上
流
に
あ
る
足
尾
の
山
の
緑
化
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の

ド
ン
グ
リ
の
森
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
、
苗

を
栽
培
し
、ヨ
シ
堆
肥
と
と
も
に
、足
尾
の
山
に
植

え
ま
し
た
。「
低
炭
素
杯
２
０
１
２
」
で
は
、こ
う

し
た
取
り
組
み
や
研
究
の
成
果
映
像
や
グ
ラ
フ
な

ど
を
使
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
①

ヨ
シ
ズ
産
業
の
復
活
②
環
境
に
優
し
い
ヨ
シ
の
堆

肥
づ
く
り
を
軸
に
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
目
指

そ
う
と
主
張
し
ま
し
た
。
栃
木
農
業
高
校
地
域
お

こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
は
、
足
尾
銅
山
と
渡
良
瀬

遊
水
地
の
歴
史
的
遺
産
を
次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ

担
い
手
に
な
ろ
う
と
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

4 月に東京で開催された「低炭素杯 2012」
で取り組みを発表するプロジェクト班。大会で
は最高賞のグランプリを受賞しました

ヨ
シ
の
堆
肥
を
足
尾
の
山
に

ヨシズ作りは、かつて農家の副
業として盛んに行われていまし
たが、高齢化などで、今では 8
戸が残るだけになってしまいま
した。地域おこしプロジェクト
班は、ヨシズ作りを復活させよ
うと、伝統の「手編み台」を復
元し、農家の指導を受けながら、
昔ながらの方法でヨシズ編みに
挑戦しました

渡良瀬遊水地のヨシで編んだヨ
シズ。これを日よけとして日本
全国の５３００万世帯が 1 枚
のヨシズを使えば、２３００㌧
の CO

2
が削減できるといいま

す。さらにヨシズの生産性が高
まれば、農村のヨシズ産業が活
発化し、遊水地の保全にもつな
がります。生徒たちは、ヨシズ
　　　　　　作りを復活させる
　　　　　　ことで、地域を活
　　　　　　性化させようと活
　　　　　　動を続けています

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
全
国
一

の
ヨ
シ
の
湿
原
で
す
。
遊
水

地
周
辺
の
地
域
で
は
、
古
く

か
ら
ヨ
シ
で
編
ん
だ
ヨ
シ
ズ

作
り
が
農
村
の
家
内
工
業
と

し
て
盛
ん
で
し
た
。
栃
木
農

業
高
校
地
域
お
こ
し
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
班
で
は
、
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
ヨ
シ
を
生
か
す

方
法
を
考
え
よ
う
と
「
産
業

遺
産
と
自
然
が
共
存
す
る
故

郷
作
り
を
目
指
し
て
、
遊
水

地
の
ヨ
シ
の
湿
原
環
境
を
次

世
代
に
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
、
地
域
の
農
家
と

交
流
を
続
け
な
が
ら
、
ヨ
シ

刈
り
、
ヨ
シ
ズ
編
み
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
選
定
に
む
け
た
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

渡
良
瀬
の
ヨ
シ
ズ
づ
く
り
復
活
へ

フォトとちぎ 2012夏 フォトとちぎ 2012夏 1819



   
と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選

の
あ
る
風
景

このページの写真は
「とちぎフォトライブラリー」からダウンロードできます

水

わ
た
ら
せ
遊
水
地
（
栃
木
市
）

　

３
３
０
０
㌶
の
大
河
川
敷
「
渡
良
瀬
遊
水
地
」。

湿
原
が
広
が
り
、
大
部
分
は
ヨ
シ
の
群
落
が
占
め
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
自
然
が
あ
ふ
れ
る
広
大
な
遊
水

地
は
首
都
圏
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ッ
ト
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
遊
水
地
に
あ
る
人
造
湖
の
「
谷
中
湖
」
で

は
カ
ヌ
ー
や
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
す
。
な
お
渡
良
瀬
遊
水
地

は
５
月
10
日
、
環
境
省
中
央
環
境
審
議
会
野
生
生
物

部
会
に
お
い
て
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の
９

候
補
地
の
１
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

鬼怒沼（日光市川俣）

沼ツ原（那須塩原市板室）塩原渓谷（那須塩原市塩原）

白
根
山
と
五
色
沼（
日
光
市
）

　

白
根
山
は
、
栃
木
県
と
群
馬
県
の
県
境
に
そ
び

え
る
火
山
で
、
標
高
は
２
５
７
８
㍍
。
関
東
地
方

以
北
、
東
北
・
北
海
道
地
域
で
の
最
高
峰
で
す
。

作
家
の
深
田
久
弥
に
よ
る
「
日
本
百
名
山
」
の
ひ

と
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
美
し
い
山
で
す
。山
頂
へ
、

日
光
側
か
ら
は
、
湯
元
温
泉
か
ら
前
白
根
を
経
由

す
る
コ
ー
ス
、
金
精
峠
か
ら
五
色
山
、
弥
陀
が
池

を
経
由
す
る
コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
五
色
沼

は
、
白
根
山
と
前
白
根
山
と
の
中
間
に
あ
る
せ
き

止
め
湖
で
、
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
５
㍍
ほ
ど
。
登

山
道
か
ら
見
下
ろ
す
水
面
が
複
雑
な
色
合
い
を
見

せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。
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虫送りまつり（宇都宮市）
1975 年８月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ

虫送り（虫追い）まつりは、およ
そ 400 年もむかしから、村人の
素朴なまつりとして伝えられてき
たもので、終戦直前から一時姿を
消していたが、（昭和）49 年に
復活した（宇都宮市屋板町で）
　（虫送りは、農作物の害虫を駆
除し、その年の豊作を祈る、日本
の伝統行事のひとつです）
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とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ 栃木県立美術館オープン

1972 年 11 月号より

県立美術館のシンボル“キネティックアートは、
まさに光る風車のようだ

11
月
2
日
、
一
般
公
開
に
先
立
ち
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
横
川

知
事
を
は
じ
め
、
大
野
県
議
会
議
長
、
荻
山
副
知
事
（
県
立
美
術
館
長
）

各
県
議
と
関
係
者
多
数
が
集
ま
っ
て
式
典
を
行
い
、
横
川
知
事
が
テ
ー
プ

に
は
さ
み
を
入
れ
た

喫茶コーナーから望む“白亜の殿堂”

高
さ
、
角
度
と
変
化
に
と
ん
だ
屋
内
展

示
場
に
は
本
県
ゆ
か
り
の
美
術
品
が
総

合
的
に
展
示
し
て
あ
り
観
覧
者
を
う
っ

と
り
さ
せ
て
い
る

“
本
県
に
も
他
県
に
誇
れ
る
文
化

の
殿
堂
を
…
”
と
、
多
く
の
県
民

が
久
し
く
望
ん
で
い
た
「
県
立
美

術
館
が
、
宇
都
宮
市
桜
４
丁
目
の

下
野
三
楽
園
跡
に
完
成
し
て
、
11

月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
、
文
字
通
り

県
民
に
親
し
ま
れ
る
“
文
化
の
殿

堂
”
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

「自然と美術の融合」をテーマにした県立美術館は、見る
角度によって異なった造形美を楽しむことができる特色が
あり、とくに照明が完備されているため夜間もすばらしい
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シリーズ●とちぎのひと人
とちぎから日本を元気に

とちまるショップ

とちまるショップ 検索

　

特
産
品
の
販
売
や
地
域
情
報
を
発
信
す
る
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
、
東
京
都
内
に
増
え
て
い

ま
す
。
今
年
１
月
現
在
、
自
治
体
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
は
あ
わ
せ
て
53
店
舗
。
こ
の
う
ち
37

店
が
都
道
府
県
の
店
舗
で
す
。
５
月
22
日
に
は
、

栃
木
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
ち
ま
る
シ

ョ
ッ
プ
」
が
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
」

（
東
京
都
墨
田
区
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
多

く
が
、
山
手
線
沿
線
、
と
く
に
銀
座
・
有
楽
町

に
集
中
し
て
い
ま
す
が「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」

は
、
３
１
２
店
舗
が
し
の
ぎ
を
削
る
巨
大
商
業

施
設
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
」
内
の
４
階
に
設
け
ま

し
た
。
同
じ
フ
ロ
ア
ー
に
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
あ
り
、
集
客
力

は
抜
群
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
巨
大
施
設
の
個

性
に
埋
没
せ
ず
“
と
ち
ぎ
ら
し
さ
”
を
ど
れ
だ

け
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
は
、
今
後
の
大
き
な
課

題
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
人
気
上
々

の
「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
を
運
営
す
る
㈱
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
社
長
の
松
本
謙
さ

ん
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

 

「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
交
通
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
、
と
く
に
東
武
線
で
、
と
ち
ぎ
と

ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
き
な
強
み
で
す
。
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
た

人
が
、
と
ち
ぎ
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
ら
で

す
。
こ
れ
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
シ
ョ
ッ
プ

を
訪
れ
た
人
が
、
と
ち
ぎ
に
行
き
た
く
な
る
よ

う
な
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
店
頭
に
は
常

に
１
２
０
０
品
目
以
上
の
品
揃
え
、
あ
わ
せ
て

地
域
の
き
め
細
か
な
情
報
も
発
信
し
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。“
と
ち
ぎ
に
は
い
い
も

の
・
う
ま
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
”
と
、
気

軽
に
何
度
で
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

シ
ョ
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
、
魅
力
あ
る
店

舗
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
物
産
の
販
売
の

ほ
か
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
切
な
役
割
が
あ
る
と
、

松
本
謙
さ
ん
は
言
い
ま
す
、
そ
れ
は
、
消
費
者

と
生
産
者
を
つ
な
ぐ
“
結
び
手
”
と
な
る
こ
と
。

シ
ョ
ッ
プ
内
外
で
の
積
極
的
な
営
業
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

 

「
店
頭
に
商
品
を
並
べ
て
お
客
様
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
店
外
で
の
積
極
的
な
営
業
活
動
も
展

開
し
ま
す
。
同
じ
フ
ロ
ア
ー
の
店
舗
を
は
じ
め
、

さ
ら
に
は
墨
田
区
な
ど
近
隣
地
域
の
商
店
に
も

“
と
ち
ぎ
の
い
い
も
の
”
を
売
り
込
み
、
流
通

の
接
点
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
栃

木
県
企と

ち

ぎ

の

い

い

も

の

業
誘
致
・
県
産
品
販
売
推
進
本
部
（
東

京
事
務
所
内
）
と
も
、
し
っ
か
り
と
連
動
し
な

が
ら
、
生
産
者
と
消
費
者
と
を
つ
な
ぐ
“
結
び

手
”
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、観
光
の
分
野
で
は
、旅
行

会
社
と
連
携
し
て
着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン
の
提
供

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
販
売
し
て
い
る
物
産
と
、

生
産
地
と
を
結
び
つ
け
、
生
産
の
背
景
や
地
域

の
文
化
を
探
る
旅
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
つ
な
い
で
、
と
ち
ぎ
の
良
さ
を
満
喫
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
旅
行
プ
ラ
ン
な
ど
、
魅
力

的
な
企
画
を
提
案
し
、
誘
客
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
松
本
謙
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し

い
発
想
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

  

「
消
費
者
と
生
産
者
と
を
つ
な
ぎ
、
地
域
で
は
、

観
光
と
農
業
と“
食
”を
き
ち
ん
と
つ
な
ぐ
。
そ

れ
が
原
点
と
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
ま
ち
づ
く
り

が
な
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
生
み
出
す
の
で

す
。
私
の
役
割
は
、
栃
木
県
全
体
の
活
性
化
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
栃
木
県
と
い
う
地
域
を

活
性
化
し
、
と
ち
ぎ
の
元
気
と
全
国
の
元
気
と

を
つ
な
げ
ば
、
必
ず
日
本
全
体
が
元
気
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
、
松
本
謙
さ
ん
は
地

域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

東京スカイツリータウン
®

併設の商業施設「東京ソラ
マチ

®
」内にオープンした栃木県のアンテナショップ

運営会社
㈱ファーマーズ・フォレスト 社長

松本　謙
ゆずる

さん

栃
木
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

消
費
者
と
生
産
者
と
の
結
び
手
に

観
光
と
農
業
つ
な
ぎ
地
域
活
性
化

１
２
０
０
の
県
産
品
を
取
り
揃
え
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美よし
栃木県芳賀町祖母井786
☎ 028-677-0344

ＨＡＧＡ焼きソバ

「ご当地グルメで町を元気に」と、芳賀町商工会青年部
（部長＝安斉哲夫さん）は「HAGA 焼きソバ」を完成さ
せました。「HAGA 焼きソバ」は、麺に米粉を練り込ん
でいるのが最大の特徴。もちろん町内産の米を使用。「と
きめき芳賀未来研究会」の人たちと共同で開発しました。
さらに、ニラ、和豚もち豚、卵を使うことが「HAGA
焼きソバ」の決まりです。現在、町内の飲食店など６店
舗が独自のアレンジで提供しています。老舗の食堂「美

み

よし」で味わってみました。ジュージューと音を立てな
がら熱い鉄板にのせられた「HAGA 焼きソバ」。ニラや
モヤシ、卵、もち豚、イカなど具がたっぷり。具は辛め
の味付け。ソースは薄めのオリジナルブレンド。新鮮野
菜たっぷりでボリュームのある「HAGA 焼きソバ」です。

（芳賀町）

左から安斉さん、美よし店主の吉永悦子さん
商工会事務局の加藤剛さん

「美よし」の「HAGA 焼きソバ」（600 円）


